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１．施設の概要
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施設概要

•医療法人丸山会 介護老人保健施設 御所苑

• 1990年4月13日 開設（長野県内で6番目に開設）

•長野県上田市御所（上田城に近く、千曲川沿いに立地）

•職員数 120名

•提供している介護サービス

入所・短期入所（定員 100名）

通所リハビリテーション（定員 80名）

訪問リハビリテーション

訪問看護

居宅介護支援センター

3

法人の理念
「地域のしあわせ創りに貢献」

に基づき運営
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取組のきっかけ

•法人全体で介護・看護職員の離職が相次いだ。

•新規職員を募集したが、なかなか採用に至らなかった。

• 2023年度より、介護職員不足から介護サービス事業を一部縮小

•情報処理技術者としての職歴を持つリハビリテーション科技師長が
業務改善活動の必要性を強く感じて施設事務長に上申、
施設方針として、ICT化も含めた介護生産性向上の活動を
実施することとなった。

4

何か原因があるはずだが……

このまま職員不足が続き、さらに事業縮小となると、リハビリ職員
など余剰となる職員が生じ、働く場所がなくなる可能性が…
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２．取り組みの流れ
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取り組み全体の流れ

6

（取組手順） （実施内容）

・法人経営層への取り組みについての趣旨説明、活動承認

・プロジェクトチーム結成、リーダー選出、メンバー選出

・介護事業所向け生産性向上セミナー受講（ビギナー・フォローアップ）

・施設全職員へのキックオフ宣言、定例プロジェクト会議開始(週1回)

・全職員から「気づきシート」回収、因果関係図の作成

・ワークエンゲージメント測定・分析

・共通認識を持つための準備（専用HP、LINE WORKS、研修会）

・課題を細分化し実行計画立案、改善活動のための別チーム結成

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練り直そう

手順
１

手順
６

手順
５

手順
４

手順
３

手順
２

P

D

C

A

・細分化した課題の改善活動実施、職員アンケートにて事前KPI測定
・テクノロジー活用の検討、試用・先行施設見学実施

・職員アンケートにて事後KPI測定、効果検証
・これまでの活動を振り返り、活動報告作成

・細分化した残りの課題を改善するほか、テクノロジー活用を踏まえた
実行計画の見直し
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手順１：改善活動の準備

＜2023年7月＞

・介護生産性向上プロジェクト立ち上げの準備

＜2023年8月＞

・法人経営会議で、御所苑でのプロジェクト実施の承認を受ける

・御所苑介護生産性向上プロジェクトチーム立ち上げ

当初メンバー6名

7

事務長 プロジェクトオーナー

看護総師長 プロジェクトサブオーナー

介護主任（入所）

介護主任（通所リハ）

支援相談員

リハビリテーション科技師長 プロジェクトリーダー

ガイドラインや他事業所の取組み発表資料を読み込み

何をやったらいいか
よくわからない…
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手順１：改善活動の準備

・プロジェクトチームメンバーで外部研修会受講

2023介護事業所向け生産性向上セミナー

（ビギナーセミナー、フォローアップセミナー）

8

セミナーを受講して
・介護生産性向上の取り組みの必要性を共通認識できた
・ガイドラインの手順通り進めていけば良いことは理解できた

何から始めたらいいか
よくわからなかったが
参加してよかった！
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手順１：改善活動の準備

・キックオフ宣言を実施、全職場にポスター掲示

・介護生産性向上プロジェクトチーム会議を

週1回で定例開催スタート

9

ところが…
会議で意見が出にくく、話し合いが
進まない。
⇒プロジェクトリーダーだけが

引っ張っている状態になっていた

まず行ったこと
①全職員から回収した「気づきシート」から

因果関係図を作成
②Utrecht Work Engagement Scale(UWES-9)を

用いたワークエンゲージメント測定・分析

失敗！ UWES-9の結果から
原因を考察した
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手順１：改善活動の準備

• UWES-9の結果から見えたこと①

10

トップダウン型組織のため
職員が意見を述べる経験が少ない

「自分ごと」になっていない

活力・熱意・没頭
全ての項目で
一般職のワーク
エンゲージメント
が管理職より低い

介護生産性向上プロジェクト
に全員で取り組んでいるとの

共通認識づくりが重要！
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手順１：改善活動の準備

• UWES-9の結果から見えたこと②

11

介護職員の離職や
新規採用できない理由が

隠れている

活力・熱意・没頭
全ての項目で
入所職員のワーク
エンゲージメント
が極端に低い

・入所の職員が抱える課題について、優先順位を高くする必要性
・業務改善への期待感を高めるアプローチが重要
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手順１：改善活動の準備

①専用ホームページを作り、全職員へ
プロジェクト説明や進捗状況を公開した
（QRコードにてスマホで簡単に閲覧可）

②プロジェクトチームメンバーと効率的に情報共有
意見交換が行えるよう、ビジネス用コミュニケー
ションツール を導入した

12

工夫したこと

全員で取り組んでいる共通認識を持ち、各々が意見を出せる土台を作るために
週1～2回

更新
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手順１：改善活動の準備

③研修会を複数回開催し、全職員にプレゼンテーションで説明を繰り返した

13

工夫したこと

入所の職員に対しては、介護生産性向上に取り組むことで
介護ロボット・ICT機器導入支援の補助率が高まり、導入しやすくなる
メリットを具体例で伝え、業務改善への期待感を高めるよう工夫した
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手順１：改善活動の準備

このほか、セミナーの伴走支援相談を依頼し

「各チームメンバーに、プロジェクトオーナーから役割を与えて分担すること」

をアドバイスいただいた。

工夫の結果、

・プロジェクトに賛同する職員が増え、チームメンバーが増えた。

・プロジェクト会議でも、徐々に意見が出て議論が進むようになった。

・チームメンバー以外の職員からも、

業務改善アイデアや意見が

集まるようになった。

14

活動の準備が
一番大事と

わかりました

現在10名

リーダーのトップダウンではダメ
責任感を持って参加できるように
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手順２：現場の課題の見える化

15

気づきシートの配布・回収
（全職員）

「気づき」のグループ化 因果関係図の作成

行った作業項目

なかなか原因に
たどり着けず

苦労しました！
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手順２：現場の課題の見える化

16

「介護ソフト導入時の研修が不十分だったこと」が原因で
「介護ソフトが使いこなせていない」問題が発生しており
「慢性的な残業、情報共有不足」が発生している

「気づき」のグループ化からわかったこと

グループ名 枚数

1位 人手不足 23

2位 介護ソフトが使いこなせていない 12

2位 業務手順マニュアル不足 12

重要な
課題

因果関係図から課題の文章化を行った結果
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紙とソフトの
２重記録が手間 利用者を

階別表示
できない

手順3：実行計画の立案

17

「介護ソフトが使いこなせていない」問題と言っても…

必要な記録項目
がわからない

入力内容が
統一されてない

専門用語が
変換できないマスタの作成

が不完全
操作方法が
わからない

パソコン台数
が足りない

課題が多すぎて、何から手を付けたらよいか
わからない！



©2024 令和6年度 厚生労働省 介護現場の生産性向上に関する普及加速化事業

手順3：実行計画の立案

業務改善活動の実行計画を作成するも…

18

介護ソフトが使いこなせていない
という問題に対して
解決すべき課題がたくさんあり
実行する改善の取り組みも
規模が大きすぎて…

行き詰って
しまいました

2回目のフォローアップセミナー時、
伴走支援の方にアドバイスをいただく
「課題１つずつに問題を分解して計画を

立て、小さな改善を繰り返すこと」
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手順3：実行計画の立案

・多くの課題の中から、小さな改善を達成しやすいもの２つだけ選定

・課題解決に取り組むための別チームを立ち上げ

『介護ソフト操作研修チーム』

・業務改善成果を測る指標（KPI)を設定

①業務負担感（5段階アンケート評価） ②時間外労働時間
19

専門用語が
変換できない

利用者を
階別表示
できない

実行計画の立て直し
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手順４:改善活動の取組

•介護生産性向上プロジェクトチームの下部組織と位置付け

•各職場から、比較的PCスキルが高い職員を１～２名選出

•介護生産性向上プロジェクトチームからも２名参加し、情報共有を行う

20

介護ソフト操作研修チームとは

介護ソフト操作研修チームの活動内容

介護ソフトマニュアルや
ホームページを使って
介護ソフト機能を調査

計１３名

介護ソフト等を効果的に
使った業務改善案を
提案・実行

新しい手順書を作成
各職場で操作研修を
実施

週１回会議を実施
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手順４:改善活動の取組

21

事前KPIの測定

業務負担感でも、入所の職員は高い傾向

①業務負担感は、職員アンケートを実施
②時間外労働時間は、勤務記録から調査
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手順４:改善活動の取組

22

介護ソフト操作研修チームによる改善活動の内容

専門用語が
変換できない

利用者を
階別表示
できない

御所苑オリジナル漢字辞書を作成
①各職場から登録してほしい単語を収集
②定期的に辞書ファイルを作成
③各職場のチーム員が辞書登録作業実施

介護ソフトのグループ機能を活用
①利用者の入退所ごとに階グループを登録
する作業者を決め、手順書作成

②各職員へ機能について操作方法を伝達

記録業務の負担感を
自分たちで解決し

小さな改善ができた！
チームで作成した手順書



©2024 令和6年度 厚生労働省 介護現場の生産性向上に関する普及加速化事業

手順４:改善活動の取組

入所職員の業務負担感が高いことから、介護ロボット・ICT導入に向けた
調査活動を開始。メーカーのご厚意で、以下の活動を実施できた。

23

入所業務に特化したプロジェクト活動の内容

シルエット見守りセンサー試用
（１週間）

シルエット見守りセンサーやICT機器を
先行導入している老健施設を見学

同じ介護ソフトを使用されており
記録方法やタブレット・インカム
を使った業務の実際を学べました
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小さな改善事例の共有

24

見守りセンサー試用や、先行施設を見学して情報共有を行ったことによる変化

入所職員からの自主的な提案で、介護の質の向上に繋がる改善行動が増加！

利用者さんが自分で選べる
塗り絵・脳トレなどの

日中活動コーナーを新設

おむつ交換の時間を見直したことで
☆介護職員の記録時間を確保
☆夕方、利用者さんと共に過ごす時間

ができ、穏やかな生活空間を実現

利用者さんの寝起き・排泄介助を
定時誘導で行っていたが

利用者さんの意向を確認して
一人一人に合わせ行うように

「前からこのやり方だから」「御所苑ではこれが普通だから」
という業務手順を、若い職員の意見で見直す動きが生まれた
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手順５:改善活動の振り返り

介護生産性向上プロジェクトチーム

・会議：14回 ・改善計画策定 ・職員アンケート実施、分析：4回

・介護ロボット・ICT機器導入調査、県補助金申請、法人システム課へ提案

・シルエット見守りセンサー試用 ・先行施設見学：2回

介護ソフト操作研修チーム

・会議 7回 ・課題解決（手順書作成、職員指導含む）：2件

・介護ソフトメーカーの個別相談会へ参加し、設定修正・操作法習得

25

これまでの活動：2023年9月～2024年1月

・プロジェクト開始時は、リーダーが作成した叩き台案の通りに進め
るしかなかったが、徐々に意見やアイデアが出るよう変化してきた

・通常業務と並行しての活動のため、会議の参加率は４～６割と低い
が、徐々に賛同して活動に継続参加する職員が増えてきた

コロナクラスターで
１か月間の活動停止

もありました

改善実績はまだまだ…
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手順６:実行計画を練り直そう

• まだまだ活動に賛同・積極的に関わる職員は少ない

• これまでの改善活動では、コストのかかるテクノロジー機器導入は未実施

•職員の業務負担感を軽減し、ワークエンゲージメントを高めるためには、
誰もが効率化を感じ、先進的な施設で働いているイメージを持てるよう
介護ロボット・ICT機器の導入は不可欠と考える

26

・介護ソフトの課題は、引き続き１つずつ改善を目指していく。

・さらに「因果関係図」や「職員アンケート結果」をもう一度見直し、

介護ロボット・ICT機器の調査・試用を継続、補助金を活用し

課題に合致した介護ロボット・ICT機器の導入・業務改善を

目指して、実行計画を見直したい。

これまでの活動に対する考察

今後の活動方針
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取組の成果

27
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取組の成果

28

成果指標（KPI）の変化

成果指標以外の成果

•介護生産性向上プロジェクトの活動への理解が広がってきた
⇒職員アンケートで34%の職員が「少し良い変化を感じている」と回答

•活動に賛同した若い職員から、意見・アイデアが徐々に出るようになった

•介護ロボット・ICT機器への理解が少しずつ高まってきた

・活動前後で入所利用者数が2割増加
（月平均７７→ ９３名／日）したが

①入所職員の業務負担感

業務負担感 85.0% → 70.6%と軽減

②入所職員の時間外労働時間

職員1人あたり(平均)
1時間35分 → 1時間16分に削減
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取組の成果

29

UWES-9の変化①

活動後

部署別の変化

・入所以外の部署は、活動後の
ワークエンゲージメントが
概ね維持か改善していた。

・入所職員のワークエンゲージ
メントには、改善は見られな
かった。

入所職員が抱える課題は
引き続き優先順位を高くし
改善に取り組む必要がある

考察
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取組の成果
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UWES-9の変化②

活動後

役職別の変化

・管理職では、活動後の
ワークエンゲージメントが
大きく改善していた。

・一般職でも活動後の
ワークエンゲージメントは
改善していたが、管理職ほど
ではなかった。

介護生産性向上の活動・成果
を一般職員にも引き続き周知し
職員全員で取り組む共通認識
を深めていく必要がある

考察
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理事長のコメント

職員の離職について問題と感じていたところ、国より「介護サービスにおける
生産性向上」の方針が提唱され、まず御所苑で挑戦することを了承した。
十分な結果は出ていないが、職員の意識が少しずつ良い方向に変化してき
たことが感じられる。

御所苑が積み上げてきた良いところを残しつつ、新しいテクノロジー導入や
チーム意識を高める業務改善で、働きやすい職場・楽しく活気のある職場づ
くりを、今後もプロジェクト活動を継続して目指して欲しい。今後の職員育成
と、仕事に対する満足度を高め、結果として提供する介護サービスの質向上、
利用者の皆様の満足にもつながっていくことが期待される。

国の進める地域包括ケアシステムにおいて、地域住民の皆様に頼りにして
いただける介護施設を目指して、これからも全職員で力を尽くしていきたい。

医療法人丸山会 理事長 丸山和敏

31
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生産性向上プロジェクト その後の活動（2024年3月～）

介護職員がCareTEX東京を見学

現場職員の希望から見学が決定。
壁新聞を制作し、最新機器について他の職員へ
周知した。

ICT機器のデモ・試用を開始

現場職員が希望した機器を中心に製品デモ・試用実施

32

介護ロボット・ICT機器の選定は、プロジェクトが現場介護職員の声
を聞き、検討して導入計画に反映するボトムアップ型で進めている

サニタリー
利用記録
システム 眠りSCAN
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生産性向上プロジェクト その後の活動（2024年3月～）

介護ソフト活用による情報共有の課題改善

介護ソフト操作研修チームの活動により、以下の業務改善を実施した。

・申し送りノートの撤廃、業務連絡の紙メモ削減

・会議室予約、委員会開催スケジュールの電子化

職員の業務改善への意識が向上

現場の職員から業務改善アイデアの提案が増え、挑戦することが増えた。

・短期入所の持ち物管理用アプリを活用

・集合研修を動画撮影し、参加できなかった職員がQRコードで後日閲覧

・ケアに関わる業務手順書を、数分程度の動画で作成しQRコードで閲覧

33

小さな改善の「種」が生まれやすい環境になってきている

現在は、ヒヤリハット・事故報告書の電子化に挑戦中！
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まとめ
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まとめ

35

•今後は補助金を活用し、必要な介護ロボット・ICT機器の導入を行い
新加算「介護職員等処遇改善加算」の上位区分や、新設された
「生産性向上推進体制加算」を算定できるよう活動を続けていく。

•活動の結果として、職員の業務負担感を軽減、ワークエンゲージメントを
高め、職員の定着・新規採用、介護の質の向上へつなげていきたい。

•法人内の他の介護施設へ横展開のほか
地域の介護保険制度維持のために、
近隣事業所とも連携して生産性向上の
取組みを行っていきたい。

•試行錯誤で始めた活動で何度も行き詰った。伴走支援をいただきながら
①活動への共通認識を広げる、活動準備の段階が最も重要
②課題は細分化し、小さな課題から取り組むことがポイント
であると学んだ。

•改善成果はまだ十分ではないが、業務改善を行う体制の基礎ができたと
考えている。
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